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１９世紀初めにおいて技術導入（もしくは技術移転（TransferofTechnology））は，イギリス以外のヨ
ーロッパ諸国にとって非常に重要であった。というのは，これら諸国は，１８２０年代に産業革命を終え
ようとしていたイギリスとの競争に打ち負かされないように，技術革新を急ぐ必要があったからであ
る。例えば，プロイセンの羊毛工業，とりわけ梳毛紡糸工業は，１８２０年代にはイギリスの羊毛工業に
完全に打ち負かされていた。プロイセンの機械紡糸工業に関するプロイセンの官僚Mayの報告に添
付の，P.C.W.Beuth（１７８１-１８５３）の補遺（１８２６）において，Beuthはこの敗北の原因を明らかにした。

これをきっかけとして１８２７年に，当時技術代表（創立１８１１年），工業学校（創立１８２１年），および産
業助成協会（創立１８２１年）の会長，校長を兼ねていたBeuthは，プロイセンへの外国技術の組織的な
導入を開始した。
彼が創造した技術導入手段は，以下のとおり：１）図書館，とくに機械の図とその銅版のコレクシ

ョン，２）機械の模型のコレクション，３）機械のコレクション，４）生産物と製品のコレクション，
５）実験室，および物理化学実験装置コレクション，６）模型の製作場，７）銅版彫刻所，８）工業
学校，そして９）産業助成協会。
彼の有名なプロイセン商工業大臣宛報告（１８２２）によれば，当初彼はこれらを工業経営者の養成手

段として考えていたが，１８２７年から１８３０年までBeuthは，この手段を用いて，イギリスの繊維工業の
多数の進んだ機械を熱心にプロイセンに導入した。そして彼の後継者J.W.Wedding（工業学校教師，
１７９８-１８７２）が，これらの手段を駆使し，１８３０年から１８６１年までこの技術導入を全面的に展開した。

キーワード：技術導入，P.C.W.Beuth，J.W.Wedding，プロイセン梳毛工業の衰退，技術導入手

段，工業学校



はじめに

本誌前号掲載の論文１）において筆者は，P.C.W.
Beuth（１７８１-１８５３）と 産 業 助 成 協 会（Vereinzur
BeförderungdesGewerbefleißeszuPreussen，創立
１８２１年）の設立について取り上げ，その設立経過と理
念，およびとりわけ設立直後に協会が直面した課題を
「機械の得失」および「グラスゴー」を中心に検討し，
ドイツ産業革命の技術革新の前提である機械制導入に
ついての社会的合意と目標の設定，そのとりくみは，
プロイセンにおいていつ，誰によって，どのようにし
て始まったのかを明らかにした。
本論文は，その後を受けて，とくにプロイセンドイ

ツへの組織的な技術導入が誰によって，いつ，どのよ
うなことを契機に，そしてどのように開始，展開され
たかを具体的に分析することによって，ドイツが機械
制大工業の先進国イギリス等からどのようにして技術
を導入し，技術革新をなし得たか，そのような意味で
ドイツ産業革命の歴史的プロセスの一断面を明らかに
する。あわせて，とりわけTechnischeHochschule─工科
大学の出発点，すなわち近代的技術教育制度の創始と
なる工業学校（GewerbeSchule，創立１８２１年）が，王
立 工 業 技 術 代 表（königlichtechnischeGewerbe-
deputation，創立１８１１年，以下技術代表と略称する，
成立のプロセスについては前論文参照のこと），およ
び産業助成協会と並び，技術導入手段として果たした
役割についても検討する。
なお，プロイセン工業史における技術導入の観点じ

たいは，とくに戦後すぐのW.O.Henderson２）以来あ
り，最近では機械のような個別分野の「技術移転」的
研究３）もあるが，以下ではまず「技術移転」と技術導
入概念について検討しておく。

１．「技術移転」としての技術導入

ところで「技術導入」とは，いかなる意味か？ こ
こでいう「導入」のドイツ語の原語は‘Einführung’
であり，したがって「輸入」という意味もあるわけで
ある。一方「技術」（Techinik）とは，筆者は道具や機
械などの労働手段，もしくはその体系の意味で使う。
それゆえ「技術導入」とは，技術水準の低い国などが

高い国などから，技術とそれに関わる事柄を導入，輸
入することをさすが，そのさいモノ─道具や機械など
の技術的物的手段そのものが移動するだけに限らず，
それに関わる知識，ノウハウ，経験や熟練などを持つ
人間の移動といわば知識の移動も重要であることはい
うまでもない。
こうした技術の移動に関する学問分野として，文化

人類学を一方のベースとしつつ，とりわけ理論的には
コミュニケーション研究の一つの展開として４）戦後発
展してきたのが，「技術移転」（TechnologyofTransfer）
論である。これは，一方では開発経済学，国際開発論
に根を下ろし，そして１９６０年代の「国連開発の１０年」
に端を発するその後の国連，ユネスコ等国際機関ない
し各国政府のODAなど低開発国援助の国際協力の活
動と事業の豊かな経験をふまえて発展してきたことも
よく知られている。
斉藤優によれば５），技術移転のメカニズムにとっ

て，「技術移転のチャンネル」の区別は重要であると
いう。すなわち，①市場チャンネル，②外部経済的チ
ャンネル，③教育学習チャンネル，④技術援助チャン
ネル。①と④は，今取り上げている時代の技術導入に
とって問題にならないので省くが，とくに関係する②
は，海外で修得した知識などの持ち帰り，輸入したモ
ノの模倣，合弁企業，進出した外国企業からの，③は
より幅広く，マスメディア，専門誌を通しての学習や
見本市などのデモンストレーションを通しての学習か
ら，外国留学までを含む。そして技術移転の効率に関
しては６），送り手の「コミュニケーション行動の強度」
と受け手の「技術吸収能力の成長」の他，上記「移転
チャンネルの効率」と「採用過程の迅速さ」の４点を
挙げているが，後の二者に関わっては送り手と受け手
を媒介する「技術移転のエージェント」７）が重要な役
割を果たすことになる。４．でとりあげる１８２０年代プ
ロイセンドイツの工業学校等の施設がすべて技術導入
手段に関わるが，これが技術移転論でいう「技術移転
のエージェント」に相当するわけである。
したがって，以下でプロイセンにおける技術導入を

論じるさい，歴史的段階と技術，技術概念が異なるも
のの，この技術移転論による，上記技術移転のメカニ
ズムとその効率に関する理論と概念を参考にする必要
がある。
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２．プロイセン王国と技術導入

─Friedrich大王からBeuthまで

１）プロイセン王国と技術導入（Friedrich大王の場合）

そこでまず，工業学校，技術代表，および産業助成
協会による本格的な技術導入に先立つ１８世紀プロイセ
ン王国の産業振興史を，上記技術移転論の観点も参考
にしながら，技術導入のプロセスとしてみなおしてみ
る。なお，C.Matschosは，Beuthと産業助成協会史
研究の出発点とすべき“PreussensGewerbeförderung
undihregrossenMänner─ Dargestelltim Rahmen
derGeschichtedesVereinszurBeförderungdes

Gewerbefleißes1821-1921”８）においてこの点は必ずし
も明確にしていないが，Beuth以前の絶対主義下産業
振興，保護施策から，関税同盟に代表されるような１９
世紀当時以降の産業資本主義的な産業振興，保護施策
を区別し，プロイセンドイツにおける技術導入を，前
者から後者への発展において理解する必要がある。
まず前者，とりわけFriedrich大王（FriedrichII，

１７１２-１７８６，在位１７４０-１７８６）のもとの絶対主義下の産
業振興，保護施策としての技術導入の特徴を
Matschosにもとづいて９）整理，確認しておこう。
Friedrich大王は，内政では産業を振興し，農業を開

発する一方，１９万近くの精鋭の常備軍を備え，オース
トリア等との戦争によって領土を拡張し（１７４０年代の
シュレージエン戦争でシュレージエン，後第一次ポー
ランド割譲により西プロイセン），プロイセンに絶対
主義国家を確立したことはよく知られている。人口や
産業活動に関わる１８４０年の数字と１８８５年の数字の対比
は，この間の発展を示す。
Friedrich大王の産業振興における技術導入のプロ

セスを見る上で，最も重要なのは，新たに取得した領
土の，とくにオーバーシュレージエンに，「イギリス
の鉄工場よりも多大な完全さを持つ」施設，国立鉄工
場を創設し，近代的な鉱山業を作り上げたことであろ
う。それには「産業大臣」vonHeinitz男爵とその協力
者vonReden伯爵の寄与が大きかったが，彼らはザク
センやハルツから鉱山業に従事していた２００家族をこ
こに移住させたことがその出発点になったという。と
ころで当時鉱山業において揚水ポンプの技術が決定的
に重要であったが，彼らは最初「火力機関」（大気圧機

関のこと）に，ついでJ.Wattの蒸気機関に注目し，そ
の導入に乗り出す。１７８３年技師の Bucklingを「Watt
の蒸気機関の秘密を解明するため」イギリスに派遣，
それをもとに１７８５年にドイツで最初の蒸気機関を建設
した。また，とりわけ重要なのは，イギリスで技術革
新が進んでいたコークス高炉の技術の導入のために，
vonRedenがスコットランド人の技師 JohnBaildon
（１７９２-１８４６）を獲得した点である。その他，「労働者
とマイスターを外国から募る」ことは日常的でさえあ
った。
このようにFriedrich大王の産業振興における技術

導入のプロセスは，「海外で修得した知識などの持ち
帰り」（Bucklingの場合）など，なによりも知識，ノウ
ハウ，経験や熟練などを持つ人の移動に関わるもので
あった。そしてこれが，絶対主義下の特権と独占と結
びついてなされたのである。

２）プロイセン王国と技術導入（Friedrich大王以降

１８２０年代まで）

次にFriedrich大王以降，１９世紀に入りBeuthによる
産業助成協会と工業学校の創立前後まではどうだった
だろうか？ まず羊毛製造，絹，綿，そして機械工業
等についてベルリンの産業の状況に関わる数字はここ
では省略する１０）が，ベルリンの繊維工業と「蒸気機関

（１８００年Baildonによって建造された）といっしょに成
立した」機械工業について，最も典型的な例，Beuth
の協力者，設立された産業助成協会の中心的メンバー
になる人物たちの場合を取り上げて，経歴の特徴を同
様な観点から，Matschos前掲書等にもとづいて，当時
のベルリンを代表する工業経営者たち，紡績工場主J.
F.W.Tappert，繊維工業の企業家 Johnと William

Cockerrill兄弟，機械工G.C.Freund，機械工場主J.
A.F.Egellsの４名について確認しておこう１１）。
そしてベルリン以外では，とくに「ヴェストファー

レンの大工業の創始者」，ヴェッターアムルールの機
械製造業者F.Harkort（１７９３-１８８０）を取り上げるが，
彼は「気前のよいやり方でイギリスの労働者や技術者
を募集していた」が，「適当なイギリス人をえること
がいかに難しかったか」１２），またKampとともに設立
された機械工場では，天気など日常会話が英語で話さ
れていたという。
以上のようにこの時期もなお，企業家にせよ，製造
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業者（工場主）にせよ，技術者，あるいは労働者にせ
よ，知識，ノウハウ，経験や熟練などを持つイギリス
人による，もしくはドイツ人の場合でもイギリスで習
得した知識の持ち帰りによるなど，いずれもなお人の
移動が中心であった。

３．導入特許

１）導入特許

次に１９世紀初めのプロイセンの技術導入の状況を，
特許制度の面からみてみよう。
特許制度は，１６世紀イギリスでエリザベス女王が，

ギルドに加入していない外国人も営業を認め，さらに
専売特許権も与えることから始まり，１６２４年の特許法
とともに近代特許制度がスタートすることはよく知ら
れている。ドイツ，プロイセンでは１８１５年１２月１４日付
「特許の授与に関する公告」全１０条１３）がドイツにおけ
る特許制度の出発点となる。これらは，絶対主義下の
特権保護として面も含むと考えられ，単純に近代的特
許制度の成立とはいえず，検討を要するように思われ
る。プロイセンのこの公告の場合も，後に１８８３年の工
業所有権の保護に関するパリ条約，１８８６年の著作権に
関する（「文学的，および美術的著作物に関する」）ベ
ルヌ条約により国際的に確立した近代的特許法の精
神，ルールと背反する側面をもっている（第２条，特
許授与の対象）。
第２条を全文引用しよう。
「それらが，新たにのみ発明され，現実に改良され，もし

くは外国の発明のたんなる導入の場合は実際に国内でまっ

先に公表され，かつ使用さるべきならば，あらゆる事物

は，特許授与の対象となり得る。」

このように発明と改良以外に「外国の発明のたんな
る導入の場合」も授与の対象になり得るとしている。こ
れを「導入特許」もしくは「輸入特許」（Einführungspatent）
という。 実際，この公告の年１８１５年から１８２１年１２月
末までに申請された特許全６１件のうち，３件が「導入
特許」と，１件が導入も含めた特許であることを，特
許公示が明示している１４）。

なお，その公示をみてみると，そのうち大工業とし
ての繊維工業や機械工業に関わるものは，上記
FreundやEgellsの蒸気機関に関する特許以外ごく少
数，むしろ例外的であり，一例をあげればビール（麦

芽搾り機）や火酒醸造のような伝統産業や伝統工芸，
手工業に関する道具や器具に関わる発明や改良が多数
を占めており，こうした特許授与状況じたいが，全体
として当時のプロイセンドイツの技術状況，技術水準
を雄弁に物語っているように思われる。

２）Beuthと導入特許

ところでBeuthは，１８２２年の会報に「プロイセン王
国における特許の授与について」と題する論文を発表
している１５）。論文の主旨は，このプロイセンの特許立
法を英仏のそれと比較することである。
英仏では，「発明者たちは改良や変更等々の口実の

下で，彼らの発明やそれからの利得を奪われてきた」，
「非常にわずかな特許しか，それらの所有者を真に保
護してこなかった」が，最近「発明者が，（特許）立法
によって…産業経営の対象になったような重要な発明
からどのような利益をもたらされたか」が，当のイギ
リスでも問題になっている。
それに対して，プロイセンの特許制度は次のように

英仏よりも優れていると，Beuthは主張する。プロイ
センでは，特許交付に責任をもつ商工業省が要請する
「特許資格の試験」は，概して王立工業技術代表によ
ってなされるが，この官庁こそは，「科学上，および実
際上の教育を受けた人々から構成されるある官庁」
「官職上内外の工業の進歩の知識を継続的に保持し，
そして特許申請に専念する官庁」であり，「より誤謬
がないと思われ」，「訴訟が回避」されることにもつな
がるとする。
そのうえで，問題の導入特許について，英仏の特許

立法と比較し，とくに外国（英仏）の類似特許立法の
問題性，プロイセンの上記導入特許の制度が外国に比
し優れていること，しかし産業振興の施策として導入
特許は望ましくないとの三点を主張している１６）。

ところで絶対主義下，すでにみてきたように王は対
外的に保護関税と輸入禁止によって，また特権と独占
によって国内の「若い企業」の保護に努めた。与えた
特権は，Friedrich大王の場合租税や兵役免除から「返
還があてにされない」無利子の莫大な貸付金に及ん
だ。それまでの外国からの技術導入は，多かれ少なか
れ不透明性─こうした特権的，個別属人的要素が色濃
かったのである。それに対し，Beuthは，特許制度に
おいて公開制と特権や秘密保持の制限，そし自由な競

立命館産業社会論集（第４２巻第２号）4



争を促進することこそ最も重要であり，そうした「特許
による強力な保護」こそが「産業を振興」すると考えた。
Beuthはさらに進んで，「何かある製造のよく知ら

れた改良を広めるに値する限り，プロイセンの産業行
政は，賞揚として優秀な工業経営者に道具を無料で分
配し，もしくはその仕入れのために，ないし改良され
た製造方法の採用のために，準備費用の一部を引き受
けることによって，これを実現しようとする。この方
策によって，同時に多くの場所で改良を鼓舞される
と，競争が起こり，そしてこれは個々の刺激にま
さ」１７）ると述べる。つまり彼は，導入特許に代わるも
のとして，ここで次章で詳しく検討する工業学校など
「技術導入手段」としての諸施設に関わる施策の意義
を強調している。
その後毎年の特許公示から導入特許は消え，導入特

許はこれを機に事実上廃止される１８）。

４．工業学校の創立

１）工業学校の理念─Beuthの構想

ところで１８２１年１１月１日P.C.W.Beuthによって，ベ
ルリン，クロスターシュトラッセにおいて「工業学校」もし
くは「技術学校」（Gewerbeschule，もしくは Technische
Institut）（現ベルリン工科大学）が，１４才の生徒１３名
教師４名で開校された。
前掲書および「王立工業技術代表史１００周年記念の

ために，１８１１-１９１１」１９）では，C.Matschosは，この工業
学校について，むろんたんなる職業訓練学校の創立で
はなく，また教育制度史における技術教育制度そのも
のの創始というよりも，むしろ「工業の学制」の創始
とみなし，しかも前論文でMatschosの後者の論文を
引きながらかなり詳しく述べた技術代表，および産業
助成協会とならんで，プロイセンの工業振興の「３つ
の礎石」２０）をなすと主張し，全体として一体的な施策
と解したのは正しいが，しかしその全体的施策の目的
と性格等については不明確なままであった。
そこで，その中ですでに開校している工業学校の理

念とカリキュラムについて詳細に報告し，Beuth自身
が考えていた構想を全面的に明らかにした１８２２年の産
業助成協会会報掲載の論文「その命による工業経営者
たちを育成する諸施設に関する枢密上級財務官Beuth
の商工業大臣への報告」２１）を，次の３点に絞って検討

しよう。
まず第一に，技術代表の建物に置かれた諸施設との

関連性，一体性である。
Beuthじしん，「私は，この報告が，…技術代表のこ

の新しい事務所の記述と結びつける以外，簡単な結論
を与えることはできないと信じる」２２）と述べて，表に
あるような９，ないし１０の「施設」を箇条書きで挙げ
ている。その８番目が工業学校である。
ところで，１８２２年９月１日から６週間，国内製品の

博覧会（「祖国の製品の公的博覧会」２３）が，ベルリンで
催され「大成功を収めていた」が，展示場所が技術代
表の建物であり，手狭になったのでそれを機に拡張さ
れ，さらに新規に売りに出されたクロスターシュトラ
ッセNr.３６の家が購入，改築され，「FriedrichWilhelm
III世，産業に」と銘が記された建物（「産業の家」

（Gewerbehaus）と呼ばれた）の中の「技術代表の事務
所」として重要な役割を果たしていたのである。した
がって，工業学校も「技術代表の事務所」に置かれる
べき施設の一つとして考えられたことが，まず重要で
ある。
第二に，これら９，ないし１０の「施設」の目的につ

いてである。
それは，なによりも「工業経営者たちの育成」であ

る。こ こ で「工 業 経 営 者 た ち」と は 原 語 で
Gewerbtreibendenであり，ほぼ同義で「工業階級」
（Gewerbestand）も使っており，例えば，①図書館…
当時他に類を見なかった蔵書「目録」は「工業階級に
とっての図書館の利用を容易にした」２４）のように，こ
の論文中で繰り返し出てくる。したがって，ここで
いう「工業経営者たちの育成」（Ausbildungder
Gewerbtreibenden）は，必ずしも次世代の工業経営者
の養成，すなわち狭義の学校教育のみに限定されるも
のではなく，多くの工業経営者たちの啓発とそれによ
る組織化をも含むと考えられるべきである。１８２０年代
プロイセンにおいて，ごく一部を除いていまだ未成立
の「工業階級」，「工業経営者」層をいかにして形成す
るか，むしろこの点が工業学校創立の理念の最も重要
な核心をなすように思われる。またこれは後世，職業
訓練学校と誤解されるゆえんでもあろう。
第三に，これら施設すべてにとって，この基本的な

目的を達成するために，さしあたって最も緊急に必要
なこと，当面の差し迫った課題，目標が何か，という
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点である。
それが，とくに当時産業革命を終えつつあった先進

国イギリスなどから，筆者が前論文で取り上げた
Beuthの１８２４年の論文「グラスゴー」で如実に示され
たような進んだ技術の導入を組織的に進めること，す
なわちこれら施設は，本質的に技術導入手段をなし，
とりわけイギリスからの，綿紡績，織物等の機械制大
工業の最新技術の，技術移転論の言葉でいえば「技術
導入エージェント」に他ならない。Matschosはこの
点を必ずしも明確にしていない。

２）技術導入手段

９つの施設は，すべて具体的な技術導入手段をな
す。最も重要と思われる５施設を取り上げて，順を追
って説明しよう。
②模型収集室…９施設のうちで⑥と合わせて最も重

要な施設といえよう。今日機械の模型の展示という
と，博物館の古い技術記念物としての機械の模型をイ
メージしがちだが，ここでいう模型は，国内の工業経
営者たちが，手本とすべき，その導入，技術革新を急
ぐべき，「プロイセン国家にとって最も重要な製造部
門，織物，および金属製造」についての，とりわけイ
ギリスを中心とする，あるいは国内外の当時の最新式
の機械の模型ばかりである２５）。
③機械収集室については，とくに重要なので，全文

引用しよう：
「当地で作られた，もしくは閣下によって外国から取り

寄せられた機械は，有用性を試験するために，評判に違わ

ないことがわかると，まもなく模造品を作らせ，そして表

彰としてまたより良い方法の普及のため工業経営者に無料

で分配するために，機械収集室に陳列される。評判に違わ

ないことが確証された模造される機械は，模型が作られ，

そうでなかった機械は報告のために図が描かれる。それで

両者の場合，原型は贈与され，あるいは空間の節約のため

分解されるので，陳列は一時的でしかない」２６）。
これをみれば，前項②の模型が，国内は一応別とし

て，「とりわけイギリスがそれを用いて自身の技術進
歩を永遠に確保しようとした輸出禁止令にもかかわら
ず」２７）（Matschos），とくにイギリスを中心に「外国か
ら取り寄せられた機械」の，いわばコピー作成手段で
あることがわかる。こうした事実については，１８６１年
のBeuth祭におけるvonPommer-Escheの記念講演，

あるいは産業助成協会９０年史において２８），そして
Matschosによっても前掲書において指摘されている
ところである。
⑥そしてその模型を作る模型製作場…模型は「自然

の１/３の大きさ，…すべての部分は本物と同様，同一
の材料で仕上げられる」が，そのために，「最新，かつ
最良の機械」や炉などの装置，蒸気機関などが備えら
れた。とりわけ注目されるのが，当時これだけそろっ
たのはおそらく他に類を見ないイギリス式の最新の工
作機械群２９）である。これについては後にも言及する。
専属の４人の労働者がこれに従事したという。
⑦銅版彫刻工場…これについては，Beuthのこだわ

り３０）は異例にみえるが，Matschosらが言うように技
術書出版の嚆矢，技術雑誌制度の創始３１）ということ
はもちろんであるが，模型につぐ重要な導入手段であ
るという点こそがより重要と思われる。後ほど詳しく
検討するような，とりわけBeuthやWeddingによる，
当時のプロイセンの産業活動にとって最も重要な論文
として毎号の産業助成協会会報を飾った「産業活動の
さまざまな対象に関する論文」，とくに工業経営者た
ちに関心の高い「機械の正確な記述」３２）に付けられた
図版の，例えば「毛羽立て機，整経機，織機の説明の
ための…四つ折り版や縦１３インチ横１９インチの，さら
には縦２７インチ横１９インチの原版」などが，この銅版
彫刻工場で次々と作られていったことを強調しておく。
⑧そして工業学校…Beuthは，これまで「数学や職

業の必要な知識を身につけた工業経営者がそこから生
じる市民学校をわれわれは欠いている」３３）とし，また
当時すでに存在していた「技工や建築職人を養成する
ため」の「工芸，および工手学校」（Baugewerkschule）の
ような手工業の職業訓練学校ではなく，新たな工業学
校の設立を構想したわけであるが，それは，技術導入
手段としてのこれまで見てきた施設を受けて，その８
番目の施設として，こうした技術導入手段を駆使し，
機械制大工業に関わる技術導入を担い得る工業経営者
たちを育成する施設として構想されたことは，とりわ
け工業学校のカリキュラムの分析からより明確になる。

３）工業学校のカリキュラム

この論文中でBeuthが述べた工業学校のカリキュラ
ム３４）の特徴は，次の三点と思われる。
第一に，最大の特徴をなすのが機械の製図の重視で
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ある。すでに１年次で毎日午前中すべて４時間「図
画」，中身は１日おきに線描とデッサンをみっちりと
仕込まれる。最初は平面的なものから木組みの模型の
ような立体的なものへ，そして機械の写生（Aufnehmen）
へと進む。Beuthによれば「これまでの経験から，生
徒の１/３が４ないし６ヶ月後には必要な機械，打ち込
み機，旋盤などを写生し，かつ一部は綿密に墨で画く
ことができるようになる」３５）という。さらに上級クラ
スでも立体幾何学や遠近法の授業と結びついて「拡大
された縮尺で，機械製図と自筆製図が続行される」。
こうした製図重視は，今日でも工学部のとくに機械

関係学科のカリキュラムの基本に置かれているわけで
あるが，ここではとくにイギリスなど「外国から取り
寄せられた」「機械の正確な記述」とそれに添付され
た銅版彫刻工場で作られた精密な図版を利用し得る─
図版を読める，必要とあれば模造するために図面が引
ける，そういう能力を持つ工業経営者の養成を意図し
たと解すべきであろう。
第二の特徴はすぐれて実践的な教育という点であ

る。これは随所に見られるが，とくに，例えば⑥模型
製作場には，最新式のイギリス製の工作機械群がそろ
えられたことはすでにふれたが，これら「最新，かつ
最良の機械は，工業学校の生徒に使用に精通する機会
を与える」ことをBeuthは銘記している。また⑤実験
室では「外国から取り寄せられた機械」が評判に違わ
ぬかどうかさまざまな試験がなされるが，そもそも
「授業の部屋に隣接し」，いつでも「授業に必要な補助
手段」を提供できるようになっていた３６），等である。
第三に，他の授業科目についても，数学，自然科学，

物理学と化学など初歩的なもの以外に，すぐれて実際
的な，とりわけ技術導入に即した授業が用意されてい
たようである。上級クラスの後半の半年間に，いわば
仕上げの科目として，「技術と結びついた静力学と力
学，…実用機械学，工業に応用された力学，それによ
って作り出された製品学」３７）が最多で週１０時間があて
られている。また，化学関係でそれについで多い６時
間があてられるが，たんなる「理論化学」ではなく，
「われわれの要求や個々の工業の対象への応用，さま
ざまな種類の製法，化学製品の商品学」３８）が教えられ
ている。
それらは，Beuthがのちに「グラスゴー」で強調す

ることになる「プロイセン国家にとって最も重要な製

造部門」，とりわけ紡績や織物，染色を含む繊維工業
部門についてのイギリスを中心とする達成の，おそら
く（産業助成協会会報掲載の）上記銅版図版添付の
「機械の正確な記述」に関する論文等を用いた，すぐ
れて実践的な紹介，伝達が中心であったことは，容易
に推測され得る。

５．産業助成協会と技術導入─契機

１）発端─Mayの報告

プロイセン産業助成協会として，本格的な技術導入
が開始されたのは，１８２７年である。
その発端は，１８２６年のMayの論文「梳毛紡糸機械紡

績について，および若干の機械梳毛紡糸の見本の，そ
のような国内産の機械紡糸や手紡糸との比較につい
て」３９）の会報上での発表である。Mayは，もともと技
術代表委員などプロイセン政府の商工業行政において
工場委員の顧問官として活躍してきたBeuthの同僚で
あるが，この論文で，入手された英仏の梳毛紡糸と国
内産のそれの品質と価格を詳細に比較検討した。
Mayは，梳毛毛織物工業をめぐる内外情勢につい

て，次のように述べている４０）。
「イギリスは，すでに１８１４年にはハリファックス（ヨー

ク伯爵領）や他の場所で，よい梳毛紡糸を供給する大機械

紡績工場が稼動していた。その時以来…非常な進歩を遂げ

たが，貿易がわれわれに供給する，紡績機なしにはこのよ

うな量において製造し得なかったであろうみごとな毛織物

商品…その値段は高くなく，かつ質についてはほとんど申

し分ない。」

「梳毛紡糸はイギリス以外ではなおたいていは手紡車で

紡がれる。…機械紡績工場は大陸ではわずかな企業家しか

見いださない。（しかし）フランスにおいては，Ternauxに

由来する…同様に良質の紡糸を供給する梳毛紡糸機械紡績

工場がパリやライムに存在し」稼動している。

プロイセン国内では，エアフルト近くのWeisJun.
社が最大で，さまざまな種類の原毛，すべての番号の
紡糸を扱い，アーヘン近くのB.G.Schreiber商会は大
陸の原毛と低い番号しか扱っていず，その他ツヴィコ
ウに１つとアイゼナッハに３商会あるが，前者の工場
はすでに売りに出されている。
そしてこの論文で最も重要なのは，その年１１月に協

会会長のもとに届いた英商品の見本，ダーリントンの
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EdwardJosephとJohnPeaseの機械紡績工場製の４種
類の見本（絨毯用のNr.１２，Nr.２４，Nr.３６，そしてシ
ョール用のNr.６０）の品質と価格を分析し，それらと
上記国内各社，およびポンメルンとマルクブランデン
ブルクの手紡績による紡糸製品を比較したことであ
る４１）。その結果は，Weis社のものは「等しい品質の場
合，イギリスのものよりも概して廉価である」が，他
は，とくに手紡績の場合価格が「はるかに高い」か，
種類が少なく品質は「非常に劣る」という結果だった。

２）数字が示すプロイセン梳毛毛織物工業の衰退─

Beuthの分析

この結果を受けて，イギリスの議会議事録はじめ膨
大な議会文書を分析して，プロイセン梳毛毛織物工業
の衰退とイギリスの圧倒という深刻な事態を，数字で
リアルに示したのが，Mayの報告に付けられたBeuth
の補遺４２）である。
冒頭Beuthは，Mayの報告の結果からは，「わが祖

国を含めて世界のあらゆる部分からイギリスに輸送さ
れる法外な量の外国の羊毛」，「イギリスが世界のあら
ゆる部分に輸出する毛織物の価格」を見るとき，「低
い日当にさいし，まさにこのようなイギリスよりも廉
価な品物を作り，…われわれがそれら（英製品）と競
争し得る外国の市場からそれらを排除することを，い
ったい何が妨げているのかという問題を提出」４３）せざ
るを得ないと，指摘する。
そこで，彼は，廉価にもかかわらずイギリスの毛織

物に圧倒されている理由を，とくに関税や原毛と製品
の輸出入量，品質と価格など５点に即して，詳細，か
つ全面的に検討を加える４４）。
その結果Beuthは，次のような問題が出てくると主

張する：「この種のイギリスの品は，われわれのもの
に比していかなる優位をもつか，そしてわれわれはど
のようにしてそれらをわがものにすることができるの
だろうか？」４５）

３）くさい布，不揃い─Beuthの主張

そこでBeuthは，その「優位」は次にのみ存在する，
すなわち（１）機械紡績において，（２）羊毛におい
て，と，とくに前者について，イギリスの「優位」の
理由，とりわけシビアーな品質の問題について，「東
への販売にとっては少しも妨げにはならなかったよう

な布のにおいが，西（プロイセン西部）の販売にとっ
ては，また汚れていない品物と競争するときの販売に
とっては，それは妨げとなる」４６）と述べている。─何
とプロイセン東部の製品は仕上げ時の洗浄が不十分で
くさいままというのである！ さらに，Beuthは「は
るかに大きな欠点が，搗き晒し，光沢仕上げ，染色に
おいて横たわる」と主張する。それが「さまざまな独
立経営の結果である不一致」，つまり製品の不揃いで
あるという４７）。
実際イギリスでも，例えば「おのおのの毛織物職工

がその周囲に店を持ち，そして原料の，また染色され
た布を売るところの織物倉庫によって有名なリーズで
は」，「最も粗い布の種類の場合のみなお競争し得る」
が，「小毛織物職工の製造は，１０年来４から１へ減少
した」。
そこでBeuthは，零細独立経営から大経営へ，「布

の搗き晒し，毛羽立て，および整経の」，光沢仕上げ所
等のこの種の「大施設」と結びついた「より大きな賃
金紡績工場」への発展が「イギリス人との競争に不可
欠」と結論づける４８）。

それゆえ，「私は，…英仏において知られているよりよ

い光沢仕上げのために必要な機械を所有すること，そして

われわれがそのことを実行しないならばそれはわれわれの

みの責任であるという確信を得た」。「自然力を用いた大経

営の光沢仕上げ所のみがわれわれの売れ行きを確実にし得

るという考えは，しかし役に立つ機械的設備のための手段

とその保守が，その合目的的な応用にとって教育と感性は

なおさら，一般にはわずかしか広まっていないことによっ

て，特別な重みを持つ」４９）。

それにもかかわらず，これはわがプロイセンでは，
一般にはわずかしか広まっていない。まさにそのこと
が問題である５０）。
西ヨーロッパ工業史やドイツ経済史上よく知られて

いるように５１），イギリス産業革命の最終段階の１８２０年
代において，原毛による以外，製品としての布の品質
により直接関係する紡績，織布につぐ最終の，整経，
光沢仕上げ等仕上げの諸工程の技術革新とそれに伴う
経営規模の拡大が急速に進み，これらの点でイギリス
は，大陸，とくにプロイセンの毛織物業を圧倒してい
た。くさく，不揃いな布しかつくれないプロイセンの
梳毛毛織物工業は存亡の危機に追いつめられていたに
もかかわらず，当の国内毛織物業者たちは「物事の古
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い状態を維持しようとする」「無益な願い」にいまだ
にしがみついていた。

６．Beuthによる技術導入（紡績と織布，他）：１８２７－１８３０

１）Beuthと系統的導入開始

Beuthは，すでに筆者が前論文で詳細に検討した
１８２４年の論文「グラスゴー」５２）や，「なにはさておき羊
毛工業を研究することが問題であった」５３）その年の
Beuthの２度目のイギリスへの「研究旅行」もふまえ
て，これを機に決意を固め，産業助成協会として本格
的に技術導入の取り組みを開始した。それを，１８２７年
から１８３０年の４年間に産業助成協会会報上で相次いで
発表されたBeuthの論文からあとづけていこう。
Beuthの論文一覧をみてみると，これまで取り上げ

てきた「工業経営者たちを育成する諸施設に関する
…」や「プロイセン王国における特許の授与につい
て」，あるいは「グラスゴー」等それぞれプロイセンの
産業史，技術教育史，特許制度史上最も重要な論文の
一つである論文以外数多くの論文を書き会報上で発表
しているが，工作機械への系統的な関心がうかがえる
以外，羊や山羊の獣毛の問題からメナイ橋やロンドン
のテームズの下に掘られたトンネルの話を含む建築土
木など多方面に及び雑多な構成になっている。しか
し，この１８２７年からの４年間に紡績と織布，および前
章で詳しく述べた光沢仕上げなどの工程に関する機械
の論文が集中的に発表されている。
この取り組みの開始とその仕方については，一連の

技術導入に関する論文の嚆矢となる１８２７年の論文「綿
紡績用の打綿機，およびラップ機の記述」５４）の冒頭で
Beuthじしんによって，次のように述べられている。
まず，１８２４年の論文「グラスゴー」にふれて，「私は

すでにこの会報の１８２４年の巻のS.１９０において，イギ
リスの綿紡績工場が所有する多数の機械，それらの性
能，使用しない場合に対する節約等について知らせて
いる」５５）と指摘している。そして，４．で述べた技術
導入手段が利用されて，部分的ではあるが技術導入が
すでに産業の現場で実施に移されていることが，彼じ
しんの言葉で，「改良に対する意志をもつわが祖国の
綿紡績工は，それ以来政府によって差し出された機械
を利用し，その機械を見，私を通してその図面を調達
し，もしくは内務大臣氏によって授けられた表彰とし

てそれらを手に入れた」５６）と述べられている。
そのうえでBeuthは，今よりそれを本格的に開始す

ることを，こう宣言する：「さて私は，工業学校の教
え子Freibergによって作成されたこれらの機械の付
図と記述をだんだんと提供するだろう」５７）と。そして

「それに関する銅版は，内務大臣氏のわれわれの会報
への贈り物である。私は，必要と思われる場合，この
記述にある緒言を伴わせ，またその他の点では１８２４年
のその論文を暗に指そう。打綿機，およびラップ機が
端緒となろう」５８）。このように当初Beuthは機械につ
いての「記述」部分を工業学校の教え子（Lehring）に
書かせ，自分はいわば責任編集者のような位置で冒頭
に緒言をしるすにとどめるやり方をとったようであ
る。またむろん，図の銅版は，技術代表に雇われた専
属の銅販彫刻師がその腕をふるい，各図面の片隅に作
成者のネームが入れられた。かくして，隔月刊の雑
誌，産業助成協会会報による，多くがほぼ一様に「…
の記述」と題し，一点の論文に多いときは数点の銅版
によるみごとな図版を付した大量の論文群の，当時に
してみればリアルタイムともいえる程の非常にスピー
ディーな出版の開始が宣言され，産業助成協会として
の組織的，系統的な技術導入の取り組みがスタートした。
とくに１８２６年以降の会報添付の銅版図版の激増ぶ

り５９）が，このことを雄弁に物語る。

２）Beuthの取り組み

以下順を追ってみていこう。
まず，１８２７年には上でふれた論文を含む４点の導入

関係の論文６０）が発表される。いずれも綿紡績におけ
る前紡工程に関わるもの，打綿機（Blower，もしくは
BlowingMachine）と打綿，およびラップ機（Blower
and Spreader，も し く は Blowing and Spreading

Machine），そしてラップ機（LappingMachine）であ
る。Beuthは，これら機械の説明にさいし，独語名だ
けでなく必ずこのように英語名を付す（混乱を避ける
ために当然といえば当然であろう）。
技術代表のコレクションは，「この種の機械を多数

所有している」６１），この種の機械は，パリの機械製造
人Pihetのものも有名であり，それは仏誌に正確に記
述され，独誌にも転載されているが，ここで紹介する
のは，「イギリスで特別によく，かつ合目的的とみな
したこの種の二つの機械を報告する」６２）とイギリスの
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機械であることは明記されている。ただし，メーカー
名は明らかにされていない。そしてそれが，現在ボン
にあること，「内務大臣によってボンの商業顧問官
Werth氏に，表彰として送り渡され」６３）たこと，プロ
イセンの製造業者は，希望すればそれをボンの彼の紡
績工場で見ることが出来ることが断り書きされている。
第一の機械は，梱から出されたばかりの木綿を柔ら

かにし，粗い不純物や塵を除去するためにたたくのに
使われる。全長約１７.６フィートもする大型の機械で，
図面は平面図，立面図，および外観を示す図などから
なるが，平面図等は，１メートルもの長さの図版が折
り込みで付けられている。
第二の機械は，第一の機械から受け取った木綿をも

う一度たたき，「詰め綿の巻物」をつくる。
三番目のラップ機において，個々の部品すべての図

を載せた図版（図１）６４）がはじめて添付される。おそ
らく模型を作るさい，一度機械をすっかり分解し，
個々の部品すべてについて正確に製図したのであろ
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う。その機械を模造しようとしたときに，この図面こ
そ最も役に立つはずである。つまりこれは明らかに模
造品製作の促進を意図したものであり，したがってか
なりあからさまな複製の勧めとみなし得よう。
１８２８年になると，上で述べた「くさい布」の問題に

関わって，初めて洗濯機（図２）の記述が現れる。
「布洗濯機は，多くの本で紹介…イギリスでは一般
に普及…工業行政の影響でさまざまな工場で応用され
ている」。にもかかわらずプロイセンでは「ほとんど
知られていない。正確な機械の図面を欠いてい

る」６５）。その製作を水車大工に依頼した者は，なんと
「洗濯桶」を受け取ったていたらくである。したがっ
て，「ここで報告する洗濯機が，少しの新しさすら要
求しない」が，しかし「試験済みで定評のあるものを
模倣のために紹介することは，あまり問題でない」６６）。
─このようにBeuthじしんが「模倣」であることを自
認している！
また，この年梳綿機のみがきと清掃用機械も，「技

術代表のコレクションから」として紹介されている
が，これについても「贈与の場合の一般の慣例の下
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で」ルイーゼンタールの工場企業家Troost氏に贈与さ
れたと明記されている６７）。
１８２９年は，布の仕上げ，不揃いの問題にも直接関係

する，整経機と整糸機６８），そして織機─「グラスゴ
ー」でも紹介，強調されたあのDandylooms６９）の紹介
がなされる。梳綿機（Breaker）７０）も紹介される。い
ずれも断りがないのでイギリスのものであることはま
ちがいないところである。
整経機（図３）は糸巻きにある紡糸を経糸に「改造

する」，つまりすべての糸を等間隔に置き，輪軸上に
巻きつける目的をもつ。
整糸機（もしくは経糸糊付け機ともいう）（図４）

は，整経機によって糸を巻きつけられた輪軸を受け取
り，そこから糸がシリンダーの間を通る間に糊が「分
配」され，ブラシローラーで糸にこすりつけられ，そ
してさらにそれらが中央部に進んで，熱風が吹きつけ
られ乾燥させられるというものである。
Dandyloomsは，イギリスで機械織機，Power-
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loomsに対して，それと競争し得る改良型の「新しい
手織機」で，ラッダイト運動が多発したマンチェスタ
ーなどで普及したという。Beuthは，これの導入を強
く進めたのである。
そして１８３０年には，当時光沢仕上げに大きな力を発

揮していたイギリスの蒸気ブラシ掛け機（図５）７１）が
登場する。
「近年イギリス人は，光沢仕上げの完成によって秀
で」，「光沢仕上げのためにブラシ掛けのさいに水蒸気
を利用した布を市場に出す」が，わが布製造業者たち
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図５ リーズのJonesの蒸気ブラシ掛け機（１８３０年）



は，「その価値について意見が非常に分かれている」。
その理由は，Beuthに言わせれば「凡庸な製品を蒸気
ブラシ掛け機によって称賛すべきものに変えられると
信じている」７２）ことである。つまり，紡糸の不完全な
もの，もともと疵のあるもの，あるいは均質に織られ
ていないものは，これを用いたからといって良くなる
わけではない。こういったことをていねいに説明しな
がら，Beuthはなおこの機械の真価を強調し，そして
ここではイギリス，リーズのJonesの機械と，そのメ
ーカー名を具体的に挙げながら勧めている。
以上が，４年間のBeuthの技術導入の主な取り組み

である。

３）「最新，かつ最良」を求めて

なお，これまで述べてきた導入の取り組みの対象
は，ほとんどすべてイギリスの達成であった。しか
し，後発のプロイセンドイツとしては，その先を，そ
の時点で「最新，かつ最良」の技術を導入したいと考
えるのは当然であり，それゆえイギリス以外からも，
とりわけ１８２０年代に産業革命をスタートさせていた新
大陸の新興国アメリカ合衆国の技術革新にも目を向け
るのも当然のなりゆきだった。
すでに１８２７年に，Beuthは，産業助成協会の１・２

月の会合において，３つのアメリカ製の機械の試験の
結果７３）を報告している。
そして前二者は，「すでに内務大臣閣下が，その機

械を模造し，表彰として王国のさまざまな部分の若干
の製造業者に分配することを命じている」ということ
が注意されている。 これについて，「最新，かつ最良
の組み立てをもつあるイギリスの梳綿機（Finischer）」
と並んで，上記布剪断機の模型が工業学校の教え子
Baumannによって製作されたとの報告７４）が，同年
５・６月の会合でなされている。
１８３０年以降Beuthは，こうした「最新，かつ最良」

の機械を追いもとめた技術導入の具体的な取り組みか
らは手を引き，いわば彼の弟子のJ.W.Weddingにす
べてまかせることになる。

７．その後─J.W.Weddingと工業学校のその後

１）J.W.Wedding

最後に Beuthの技術導入の取り組みの後継者，J.

W.Weddingと彼を中心としたその後の産業助成協会
による技術導入の全面的な展開に少しふれておこう。
J.W.Weddingは７５），オーバーシュレージエン，シ

ュタールハンマーの生まれ，父はそこの精錬監督官，
後に上級鉱山監督官，すでにふれたFriedrich大王の
産業振興，とくに近代的な鉱山業の創設を象徴するあ
の国立鉄工場，ケーニッヒスヒュッテの精錬所長であ
った。
ギムナジウム途上で対仏「解放戦争」に志願，帰還

後ブレスラウとベルリン大学で当初父の薦めで古代言
語学と哲学を学ぶが，しかしそのかたわらベルリンの
建築学校で彼の好みの数学や自然科学を学び，そのう
ちに方向をそれに転じた。１８１８年測量技師試験合格，
ついで父のもとに帰り建築助手試験のために「のぞま
しい豊かな機会」を利用した。その結果，１８２３年建築
術試験合格，翌年政府の仕事に（年俸４５０ターレルで
ベルリンの建築委員会建築助手）。
この頃Beuthと知り合いになり，例のBeuthの「日

曜日のサークル」にも出入りするようになり，１８２５年
１月には産業助成協会会員に，その後一貫してBeuth
は「彼の成長の過程を注目し続けた」という。そして
１８２６年，省に「外国での知識によって見聞を豊かにす
る」ため俸給が支払われる形で「２年間の休暇」を願
い出，Beuthの後押しもありそれが許可された。まず
河川工事で有名なオランダへ，ついでイギリスへ行
き，見学だけでなく，ロンドンのサウスワークの機械
工場で実際に労働者として働いた。そのとき２度目の
研究旅行で当地を訪れていた（工場に来て労働者
Weddingを呼び出した）Beuthと再会，数日間Beuth
のもとに引き留められたという。
１８２７年末帰国，父や婚約者の待つ故郷に一度帰ると

（彼の帰国はまだかと問い合わせの）Beuthの手紙が
来ており，それに続けて枢密上級土木監督官Severin
に代わって工業学校の教師になり機械学の授業を持
ち，また技術代表（の委員）になるつもりはないかと
の問い合わせが来た。そして１８２８年技術代表に（した
がって工業学校教師に）任命され，同時に工場委員
（Fabriken-Kommissionrath）に任命，工業学校では，
機械学の授業だけでなく，「図書館に関する監督」や，
おそらくこれまでみてきたようにイギリスなどから入
手，導入すべき「機械についての計画と費用見積もり
の作成」，そしてこれもすでにみてきたように重要な
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導入手段の一つであった「模型コレクション」，およ
びそれら各導入施設を収容した「工業の家の会計業務
の監督」が，すべて彼に委ねられた７６）という。─すで
に４．で述べたように１９世紀２０年代プロイセンドイツ
の工業学校等の施設が技術導入手段をなした（「技術
導入エージェント」）が，Weddingに実務上の重要事
項のほとんどが委ねられたことは，今後彼が，Beuth
が本格的に開始した工業学校，技術代表，そして産業
助成協会による技術導入の，すなわちプロイセンの国
をあげた技術導入の取り組みの実務的責任者の任務に
ついたことを意味する。なお，Weddingだけでなく，
当時の他の工業学校教師もまた，技術導入に関わって
いることも指摘しておく７７）。
彼は，就任直後から退任までの３０余年間の長きに渡

って，その任務に全力で取り組む（１８３０年からの１８６１
年まで合計１１０点７８）の論文などを協会会報で発表）。
それらの内容は，国内技術に関するもの以外のほとん
どすべてが，Beuthが開始した（「…に関する記述」と
題し，またみごとな銅版図版を付した）外国，とくに
イギリスからの技術導入に関わるものである。初期
１８３０年から１８３３年までにすでに１６点の論文をものにし
ているが，鉄道，蒸気機関以外，とくに工業学校がも
つ（英Foxの）工作機械についての記述が目に付く。
１８３４年以降本格的に，かつ全面的に，ドイツ産業革命
の技術革新に関わる技術導入の仕事を展開するに至
る。─Weddingこそ，Beuthが開始し確立した技術導
入の展開者といえる。１８３４年以降の繊維工業部門での
とくにイギリスの最新の機械群の（とりわけ紡毛紡糸
加工と亜麻の紡糸への加工に関する二つの一連の大作
など），およびあのScharp,Roberts&Co.製はじめイ
ギリスの最新の工作機械に関する紹介，導入は，圧巻
であるが，それらの検討は，別な機会に譲りたい。

２）工業学校のその後

さらにまた，すでに４．で詳しく述べたように技術
導入施設の一つとして１８２１年１１月１日に開校した「工
業学校」（Gewerbeschule）のその後についてもふれて
おこう。
工業学校は，現ベルリン工科大学の前身の一つであ

り，ほどなくして同様な学校がドイツ各主要都市に設
立され，それらはいずれもその後いわゆる「工科大
学」（TechnischeHochschule，通例どおり訳出）とし

て１９世紀を通して発展し，２０世紀に入ると，学位授与
権も得て中世以来の総合大学（Universität）と同等な
地位を獲得するにいたる。こうしたドイツの工科大学
群を中心とする技術教育制度が，フランスのエコー
ル・ポリテクニークと並び，今日とりわけアメリカ合
衆国のマサチューセッツ工科大学を頂点とするであろ
う世界の理工科大学と近代的技術教育制度全体の出発
点をしるすものとなったことも，よく知られていると
ころである。
ベルリン工科大学史，とくに１００年史に相当する

「ベルリン工科大学１００周年祝祭のために」７９）によれば，
起源として「二つの根」─より古い１７９９年１０月１日創立
の建築学校（Bauakademie）と，ここで取り上げている
工業学校の２校をもち，Beuthは１８３０年から両校の校
長を兼ねていたのであるが，１８７９年に両校は合同し，
同時に「工科大学」（TechnischeHochschule）の名称
を得た。
工業学校の創立後合同までの発展の経緯にふれてお

くと，１８３０年代には基礎的部分を地方工業学校に譲
り，入学年齢も１７才に引き上げられ，１８５７年には一般
技術，機械学，冶金学を含む化学，および航洋艦船造船
の４学部を擁し，１８６６年には「工業アカデミー」
（Gewerbeakademie）の名称を使用，１８７１年には４学
部で学生数６８７名を数えていたが，この年ようやく学
位記（Diplom）が認められ（卒業生の資格が総合大学
と同等に），そして１８７９年の建築学校との合同を経て，
１８８４年エルンストロイタープラッツをはさんで帝国物
理技術研究所（Physikalisch-TechnischeReichsanstalt
─世界最初の国立研究所，１８８７年創立）と向き合うシ
ャルロッテンブルクの現在地に新しい建物が建設され
（第二次大戦で「廃墟」に化したが，戦後再建され現在
に至る），１００周年の１８９８/９９年度には，聴講生なども
含めてであるが，３,４２８名を擁する当時世界最大，かつ
世界最高水準を誇る一大理工科大学に発展した。
なお，西ベルリンにおいてめざましい復興を遂げた

ベルリン工科大学の戦後の到達点を各ページ独語と英
語表現並べて記述された，１９６５年出版の記念すべき大
部のモノグラフ“TechnischeUniversitätBerlin”８０）で
は，その大学史に関する記述において，一方の「根」，
工業学校の理念，目的などの説明については，その胸
像の写真を出してBeuthに言及はするが，はなはだ貧
弱かつ不正確であり，その英語表記を“theVocational
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TrainingAcademy”（職業訓練学校）８１）としているの
にはいささか驚かされる。

おわりに

以上の本論から，「はじめに」で提起した，プロイセ
ンドイツへの技術導入が誰によって，いつ，どのよう
なことを契機に，そしてどのように開始，展開された
か，そしてそれがいかに工業学校の創立と結びついて
なされたかは，疑問の余地なく明らかになったと思わ
れる。なお若干敷衍しておきたい。
まず，問題になっている時期の英独の，彼我の力の

差についてである。１８２０年代には，イギリスは産業革
命を終了しつつあり，世界唯一の工業国として隆盛を
極め始めていた。それに対してプロイセンはいまだ遅
れた大陸の一農業国に過ぎなかった。両者の技術力の
差は，科学技術力において世界の頂点に躍り出た１９世
紀後半のライヒドイツの姿からは，おそらくとても想
像し難い程であったように思われる。１８７２年に産業助
成協会５０周年記念祝祭の祝辞でF.Reuleauxは，この
時期のドイツの産業を「赤子」に喩えている。しかも
１８２５年のあるイギリスの高位の政治家の発言（「われ
われは，このドイツの産業をおむつで窒息させ，息の
根を止めねばならない」）を引いた上で，しかし５０年
後の今「養育され，導かれ，教えられ，外国の例を引
き合いに出されねばならなかったかの産業は，成人し
て強壮な男になった」８２）と述べている。この事実，力
の差を前提にして，Beuthと技術導入について考える
必要がある。─Beuthは，赤子がおむつで窒息させら
れないよう，息の根を止められないように，必死で知
恵を絞り，さまざまな導入手段をまさに必要に迫られ
て生み出したのであろう。
次にこのようにしてBeuthが創造した工業学校，技

術代表，そして産業助成協会を通した，各導入手段を
駆使する施設（「技術導入エージェント」）のあり方を
あらためて整理しておくと，次の６つの側面と役割を
含むように思われる。
第一に，機械という労働手段，モノ…外国，イギリ

スなどから「最新，かつ最良」の機械の入手である。
第二に，そのモノから知識を得る…すべての部品に

分解し，図面を作る。分析をする，試験をする。そし
て模型を作る。

第三に，そのモノに関する知識の伝達…「…ついて
の記述」として，また添付のみごとな銅版図版とし
て，産業助成協会会報誌上で公表公開する。
第四に，公表公開された知識の受け皿，人づくり…

記述や図面を見て模造品を作ることができる等そうし
た知識を活用し得る人材，「工業経営者」の育成。
そして第五に，以上４点すべてに関わって，工業学

校教師と教え子が決定的に重要な役割を果たすこと，
その意味で創立された工業学校は１８２０年代プロイセン
における「技術導入エージェント」としての役割を果
たしたこと。しかもプロイセンドイツにおける近代技
術教育はそれと不可分に結びついて出発したこと。
さしてさらに最後にプロイセンドイツの産業革命に

おける技術革新，したがって産業発展は，こうしたプ
ロセスなしにはなし得なかったこと。
それゆえ，こうした工業学校をはじめとする技術導

入システムの成立は，外国製品に保護関税をかけて国
内工業製品を保護する関税同盟の成立（１８３４年）やそ
の後の国内統一市場の形成に重要な役割を果たした鉄
道網の建設と並ぶ程，この面でドイツ産業革命の確か
な基礎を築いた重要なものと歴史的に正当に評価さる
べきと筆者は考えるしだいである。
なお，技術導入の観点の不十分等の，W.Treue８３）

はじめ戦後 BRDのプロイセン工業技術史研究や P.
Lundgreen８４）らの専門教育制度史的研究は，一定の見
直しが必要と筆者には思われることも，付言しておき
たい。
また，技術導入が，いわば「模倣」であるとして，

一方国内産業技術の「自立」をめざす取り組みも，産
業助成協会としてこの時期に開始される。それが産業
助成協会の懸賞問題である。これについては，次の機
会に取り上げることとしたい。さらに，以上述べたこ
とは，プロイセン・ライヒドイツの「科学の組織化」
の歴史的出発点が，プロイセンドイツへの技術導入と
して，いわば後進国の導入型として出発したという歴
史的性格を示唆するものであることも指摘しておく。
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derGeschichtedesVereinszurBeförderungdes
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９） Ibid.,S.11-17.
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Industriegeschichte’,In：ZeitschriftdesVDI,51
(1907)S.731-738,786-789.VDIベルリン地区協会
５０周年祭にさいして行われた講演，これがこの間
のベルリンの産業の状況に詳しい。

１１） C.Matschoß：前掲書，とくにS.４５-４８から，当
時のベルリンを代表する工業経営者たちの経歴か
ら抜き出すと，以下のとおりになる：

J.F.W.Tappert（1776-1831）…ベルリンの近代的

紡績工場主，最初錠前師として仏パリなど遍歴中，英

の綿紡績機製造工場に雇われ，紡績機に関するノウハ

ウなど所得，帰国後１７９１年国王から資金を得，一揃い

の紡績機を英から購入，ベルリンで最も名望のある工

業経営者の一人で木綿工場主のSpatzierの娘との結婚

を機に企業を拡大，１８１６年「１０頭の馬とつながれた馬

力工場」では動力不足なので，政府は蒸気機関の贈与

を申し出た。

JohnとWilliamCockerrill兄弟（John1770-1840）…

イギリス人企業家でベルギー（ヴェルヴィエ，リュー

ジュ，そしてとくに１８１７年からセレンに「大陸で最大

の企業」），およびBeuthと友人になり，その招聘でプ

ロイセンへ（Beuthの発起でベルリン（光沢仕上げ機，

織機も，動力は蒸気機関で）後コトブス，グリュンベ

ルク，およびグーベン（Williamはここに永住）の近代

的な繊維工業の創始者。

G.C.Freund（1793-1819）…コペンハーゲンで修業

した機械工，枢密顧問官Pistorと知り合いになり，ベ

ルリンで最初の蒸気機関工場を設立，蒸気機関を改良

（１８１９年特許授与「膨張機関」），突然の死後弟のJ.C.

Freundが引き継ぎ企業を発展させる。

J.A.F.Egells（1788-1854）…「Beuthが彼に与えた

支援に幾倍にも報いたBeuthの弟子」，ヴェストファ

ーレンのライン出身でベルリンに出，Beuthによって

国費でパリ，ロンドン，マンチェスター，バーミンガ

ム他訪問の機会を与えられ，帰国後１８２１年国の資金で

鋳鉄所設立，「大臣は彼のために２台の旋盤をイギリ

スに注文」したという。蒸気機関の改良（１８２１年特許

授与，「ビューゲル機関」発明）を機に工場を拡大，そ

の後彼の機械工場は，「全ドイツの機械製造のための

養成所になった」（Borsigはじめその後のほとんどの

機械製造業者がここから輩出した）。

１２） C.Matschoß：前掲書，とくにS.28-29.
１３） ‘PublikandumüberdieErtheilungderPatente’,

In：VerhandlungenderVereinzurBeförderung
desGewerbefleißes,Jg.1(1822),S.112-113.

１４） ‘Verzeichnißderim KönigreichePreußenseit

1815 bis incl.1821 erteilten Patente’In：
VerhandlungenderVereinzurBeförderungdes

Gewerbefleißes,Jg.1(1822),S.128-132.

導入特許は，「プロイセン王国において１８１５年
から１８２１年１２月末までに授与された特許公示」に
よると，次の３件。
１８１７年４月２７日付，ベルリンの商人Lindemann

が，丸鋸の応用のさいのBrunnelの方法の導入と
使用について，６年間ブランデンブルク州での特
許が認められている。Brunnelがどの国か不明。
１８１８年７月１０日付，ベルリンの商人 Schmager

が，イギリスの方式にもとづく製粉所設備への導
入特許を８年間マグデブルク行政区域で認められ
ている。
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１８１９年シュテッチンの商人Sanneが，粉，油，
穀粒石臼の場合のアメリカの搗砕機の独占的使用
への導入特許を６年間シュテッチンとその周囲２
マイル内に限って認められている。

１５） P.C.W.Beuth：‘UeberdieErtheilungderPatente
im Königreiche Preußen’,In：Verhandlungen der
VereinzurBeförderungdesGewerbefleißes,Jg.1

(1822),S.108-112.

１６） ３点は，以下のとおり：
第一に，外国（英仏）の類似特許立法の問題性につ

いては，「外国の刊行物における新しい方法の記述の

公刊，もしくはそれのたんなる公告後に…それが国内

だけは実地には実施されないとすぐに，その後特許を

無効にした者に独占的な権利を与える」「外国の方法」

は問題である。「特許のハンター」がそれを利用して

（導入技術に関する）独占的権利を得，さもなくば「そ

の公開によって，やがて全体に属し，そして産業全体

に役立つ方法の実施を，発明の才や努力なしに独占的

にわがものに」してしまう。例えば有名なあの

「Faradayの鋼の製造における発見」すらその餌食にな

りかねない。それはイギリス「国内ではなお実用上実

施されていなかったのであるから，いつ特許の請願に

応じねばならなかっただろうか？」と矛盾を痛烈に皮

肉る。第二に，プロイセンの上記導入特許の制度が外

国に比し優れていること，なぜなら「国内外の文献上

の知識を継続的に保持し，また産業の状態をその職員

の旅行によって，また州の官庁の報告によって知らさ

れるところの官庁は，それで特許採用を志願する対象

が，まっ先に国内で知られるようになったのかどう

か，かなり確実に判断することができる」からであ

る。「国内の最初の公表のこの法的な要件（が厳しい

こと）は，きっと他の諸国における法令よりも優れて

いる」ので，上記「特許のハンター」がはびこる事態

は「回避される」。第三に，しかし産業振興の施策と

して，導入特許はあまり望ましくないこと，なぜなら

「導入特許による改良は，（工業経営者たちが）その単

独の利得（特権）に身をゆだねるように思われる」か

らである。

１７） P.C.W.Beuth：Ibid.,S.110.
１８） A.Heggen:“EifindungsschutzundIndustrialisierung

inPreussen1793-1877”,(VandenhoeckundRuprecht,

1975)は，政府文書を用いた研究にもとづくプロ

イセンにおける発明保護と特許制度史に関する最
も詳しい研究書と思われるけれども，以上の導入
特許に関する論議にはまったくふれていない。

１９） C.Matschoß：‘Geschichteder Königlich
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Handelund Gewerbe,aufdessen Befehlzur
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(1823),S.29-30.

２４） P.C.W.Beuth：Ibid.,S.135.
２５） 例えば，綿紡績に関しては，Hoppeの紡績設

備，Cockerillの 整 経 機，Davisの 整 経 機
（Hunmel）と布洗濯機（Egells），イギリスのヨー
ク伯爵領で通例の搗き晒し機（Tappert（前出註
９）参照）のところの機械製造人Biram）等が挙
げられる。蒸気機関については３点，２インチの
シリンダーをもつ蒸気機関（当地の王立鉄工所職
工長 Schmahel），１.５インチのシリンダーをもつ
Egellsが特許を取得した蒸気機関（当然Egells），
さらに小型回転蒸気機関（機械製造人Foster）。
括弧内はその模型の製造者名である。他ジャカー
ド機など１０余点が挙げられているが省略する。
In：Ibid.,S.136-137.

２６） Ibid.,S.137.

２７） C.Matschoß：前掲書，S.43.
２８） ‘Festrede zur Feier des 100jährigen

GeburtstagesvonP.C.Beuthgehaltenam 24.
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Januar1882’,In：Sitzungsberichte derVerein
zur Beförderung des Gewerbefleißes,Jg.3

(1882),S.22-34,とくにS.26，ここでは「機械のコ
ピー」の「分配」ということが明記されている。
および ‘Vor90Jahren’,In：Verhandlungender
VereinzurBeförderungdesGewerbefleißes,Jg.

90(1911),S.33-50，とくにS.41.
２９） 例えば４台の旋盤は，１台が英Rich製，他の３

台は英の Hague,Tobham，およびあの有名な
Maudsley製の旋盤のいわば倣製（Hummel他ベ
ルリンの機械製造人が作成），ロンドンの
AllexanderGalloway製の機械鋸，出所は明記され
てないがこれも倣製の中ぐり旋盤（Hummel作
成）等合計９点の工作機械とさまざまな工具。P.
C.W.Beuth：Ibid.,S.138.

３０） １台は英国製の，もう１台は倣製の（「当地で
同一の原理にもとづいて組み立てられた」）銅版
彫刻用の機械を入手使用し，優秀な銅版彫刻職人
３名（Funke，Mauch，およびBerger）を確保し，
さらに美的センスをもつものを印刷するために，
パリで美術を学んだスイス人の銅版印刷者Petre
を招聘している。P.C.W.Beuth：Ibid.,S.138-
139.

３１） C.Matschoß：前掲書，S.29.
３２） P.C.W.Beuth：Ibid.,S.139.
３３） Ibid.,S.１34.
３４） Ibid.,S.139-142.

３５） Ibid.,S.140.

３６） Ibid.,S.137.

３７） Ibid.,S.141.

３８） Ibid.,S.142.

３９） May：‘Ueber Kammgarn-Maschinenspinnerei
undVergleichungeinigerenglischenProbenvon

Maschinen-Kammgarnmitdergleicheninländischem

Maschinen-undHandgespinnst’,

In：VerhandlungenderVereinzurBeförderung
desGewerbefleißes,Jg.5(1826),S.162-173.

４０） ところで羊毛には，羊の品種により長手と短手
の２種類の原毛がある。前者から櫛梳したもの
が，こ こ で 問 題 に し て い る「梳 毛 紡 糸」
（Kammgarn），後者から紡いだものが「紡毛紡
糸」（Streichgarn）である。当時イギリスはメリ

ノ種など長毛種の羊の品種改良を進め，原毛生産
の面でも，またここでとくに問題にする梳毛紡糸
機械紡績の面でも，圧倒的な優位を誇っていたの
である。引用は，Ibid.,S.163.

４１） Ibid.,S.164-172.

４２） ただし，補遺といってもMayの論文本文の２
倍近い長さ（１９ページ）をもち，内容的にも
Beuthの数多い論文の中でも最も優れた代表的な
論文の一つといえよう。なお会報年次目次では，
「イギリスにおける梳毛紡糸製造，および同所の
羊毛，および羊毛製品の輸出入について」と題す
る独立した論文の扱いになっている。P.C.W.
Beuth：‘UeberKammgarnfabrikationinEngland
und die Ein-und Ausführ von Wolle und

Wollenfabrikaten daselbst’, In：Verhandlungen
derVereinzurBeförderungdesGewerbefleißes,

Jg.5(1826),S.173-191.

４３） Ibid.,S.173.

４４） ５点とは，以下のとおり：
①関税の関係…１８１９年（プロイセンに不利）と
１８２４年（有利）になされたわれわれの輸出関税，
イギリスの輸入関税の制度的変更の結果，プロ
イセンの羊毛輸出量とイギリスの羊毛輸入量の
比は，１８１９年４５６万ポンド対１６１０万ポンドから
１８２４年１５４３万ポンド対２２５６万ポンドへと変化。

②そこで，イギリスの貿易高に関する英議会議事
録など議会文書の分析に進む…貿易統計は港単
位で，しかもトランジットが入るので複雑であ
るが，詳細に調べた結果結局イギリスへの羊毛
輸出は，何とドイツが世界最大で，１６,９９６万の
うち４,５０１万ポンド，全体の何と４分の１を占め，
ついで英植民地全体３,３９７万ポンド，これにア
メリカ合衆国２,７２９万ポンドが続く。

③梳毛紡糸の原毛の，英仏の見本にもとづく，質
と価格の詳細な分析，

④英仏の羊の飼養と品種改良の歴史
そして，⑤英仏の羊毛紡績の歴史，である。

４５） P.C.W.Beuth：Ibid.,S.188.
４６） Ibid.,S.174.Beuthは言う：

「１８２３年の（フランスの）全国博覧会にさいしてパ

リに集まった専門家たちの判断によれば，…（大陸で

最も高品質のものを生産する）セダンから当地に出品

P.C.W.Beuthと技術導入（宮下晋吉） 19



された最良のものをしのぐ布が，西の伯爵領イギリス

において光沢仕上げされている。」これに対して，「東

の王国が供給する大量の廉価な種類の布が問題にな

る。」「未加工な紡糸や織り（そのもの）はよりよい価

格で」扱われるが，しかし「羊毛の最初の洗浄のみ」

にとどまり，あるいは洗浄は「なおざりに」され，し

たがって「後でこの汚れをとるのは不可能」である。

４７） Ibid.,S.174-175.さらに続けて
「彼が今日あるような製造の状態において，零細毛

織物職工は，…たかだか商人への原料の布の供給者に

しかとどまり得ない。外国の市場での買い手は，同種

類でかつ等しい価格の品物を買うとき，それらが等し

いこともまた要求し，そしてあらゆる織工が，紡糸，

経糸と横糸の強度の比に関して織物じたいに供給する

ような不等な反は，おのおのが別に加工されるだろう

から，光沢仕上げならびに売れ行きを妨げる。しかし

最も委曲を尽くしてその品物の綿密な加工を見る多く

の外国の市場での販売の場合，その布が…汚い織縁を

持つ等々は，それを非売品にし，もしくはそのような

欠点をその品物の法外に低廉な価格によって償わねば

ならないのに十分である。それゆえ，製造の進歩とそ

の改良にさいして，さまざまな種類の独立経営の結果

である不一致は，小規模の独立経営を減らす」。

４８） Ibid.,S.175.Beuthが言うに
「私には，物事の古い状態を維持しようとする願い

は無益なように思われる。個々の毛織物職工はますま

す，将来その産業の一部のみさえ自身の責任として経

営し得ることを止めるだろう。それらのうち，より大

きな賃金紡績工場において彼らの糸を紡がせるものの

みが，羊毛の購入や加工に精通し，そしてついには織

りのさいに彼らの原料の布の買い手の要求に応じて，

維持されるだろう。とくに布を大規模に取り引きする

商人たちが，彼らの売れ行きを確保するために，小工

場から買い取られた原料の布のようなものを，じしん

の，もしくは特別な捺染所，ないし光沢仕上げ所にお

いて調製することを余儀なくされるだろう。私の考え

によれば，今日われわれは，この種の施設によって，

通常の品物の調製において彼らに匹敵する以外，イギ

リス人との競争を確実にし得ない」。

４９） Ibid..

５０） Ibid.,S.175-176，
「しかし機械のみの応用の場合このことが問題であ

り，おのおのの仕上げ工，ないし毛織物職工が，彼の

家族が手で紡ぎ，そして彼が手で整経するので，それ

らを応用するのが上手と一人で思い込むにもかかわら

ず，自然が彼に機械の才能を与えなかったとき，した

がって毛織物職工が紡績機を，もしくは布準備人が整

経機，ないし強力な毛羽立て機を扱うのに，最も適し

ていない。─経験は，紡績機が零細毛織物職工によっ

て，大量の，かつ粗悪な紡ぎ糸を供給することにのみ

導かれ，そして彼らは，彼らが作り得たすべての粗悪

な紡ぎ糸を加工し，売る権利を有すると信じたが，し

かしその製造は破滅したことをわれわれに教えてき

た」。

５１） 例えば D.S.Landes：“TheUnboundPrometheus
TechnologicalChangeandIndustrialDevelopment

inWesternEuropefrom１７５０ tothePresent”,
(CambridgeUniv.Press,1969)，邦訳石坂昭雄，
富岡庄一訳『西ヨーロッパ工業史Ⅰ』（みすず書
房，１９８０年），とくにp.190，および，H.Mottek：
WirtschaftsgeschichteDeutschelands.EinGrundriß,

Bd.II,vonderZeitderFrazösischenRevolution

biszurZeitderBismarckschenReichsgründung

(VEB Deutscher Verlag der Wissenschaften,

Berlin,1969,2.durchgesehenAuflage)，邦訳は
大島隆雄訳『ドイツ経済史１７８９-１８７１年』（大月書
店，１９８０年），とくにp.88。

５２） P.C.W.Beuth：‘Glasgow’,In：Verhandlungen
derVereinzurBeförderundesGewerbefleißes,

Jg.3(1824),S.156-206.

５３） C.Matschoß：前掲書，S.51.この旅行は「彼の
最良の友人Schinkel」を同道している。

５４） P.C.W.Beuth：‘Beschreibungzweier
zurBaumwollenspinnereigehörigenMaschinen,

einerSchlagemaschineundeinerSchlage-und

Wattenmaschine’,In：VerhandlungenderVerein
zur Beförderung des Gewerbefleißes,Jg.6

(1827),S.232-234.

５５） Ibid.,S.232.

５６） Ibid..

５７） Ibid..

５８） Ibid..

５９） 会報の各巻の図版数は，次表のとおり：
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６０） 上記以外は，P.C.W.Beuth：‘Beschreibung
derSchlagegmaschine’,In：Ibid.,Jg.6(1827),
S.234-236,TafelXVI-XVII,‘Beschreibung der

Schlage-undWattenmaschine’,In：Ibid.,S.236-
238,TafelXVIII-XX,‘Beschreibung einerzur

BaumwollenspinnereigehörigenMaschinen,

der Lapping-oder Spreading-Maschine, oder

Wattenmaschine’,In：Ibid.,S.261-263,TafelXXI-
XXII.

６１） Ibid.,Jg.6(1827),S.233.

６２） Ibid..

６３） Ibid..

６４） Ibid.,S.261-263の論文に添付のTafelXXII.
６５） P.C.W.Beuth：‘BeschreibungeinerWaschmaschine

fürTuch’,In：Ibid.,Jg.7(1828),S.132-134,
TafelXXIV-XXV.引用は，S.132.

６６） Ibid..

６７） P.C.W.Beuth：‘BeschreibungeinerMaschine
zum SchleifenundReinigenderKratzen

(Streichen)anBaumwollen-Streichmascine’,In：
Ibid.,Jg.7(1828),S.130-132,TafelXIX-XXIII.引
用は，S.130.

６８） P.C.W.Beuth：‘Beschreibungeiner
Kettenschermaschine’,In：Ibid.,Jg.8 (1829),
S.258-259,TafelXXVIII,お よ び ‘Beschreibung

einerSchrichtmaschine’,In：Ibid.,Jg.8(1829),
S.259-262,TafelXXIX-XXXI.

６９） P.C.W.Beuth：‘UeberDandy-looms’,In：
Ibid.,Jg.8(1829),S.120-122,TafelXVIII-XIX.

７０） P.C.W.Beuth：‘Beschreibungzweier
Baumwollen-Streichmaschinen’,In：Ibid.,Jg.8
(1829),S.160-170,TafelVI-XI.

７１） P.C.W.Beuth：‘UeberDampfbürstmaschinen
im Allgemeinen,undüberdieDampfbürstmaschine

vonJones,inLeeds’,In:Ibid.,Jg.9(1830),S.190-

193,TafelXVI-XIX.

７２） Ibid.,S.190.

７３） アメリカ製の機械の試験の結果は，以下のとお
り：
第一に，布剪断機…従来のものと「同様に速く

仕事を」するが，「通常の手剪毛台よりも廉価」と
いう。
第二に，始紡機…「紡績工場においてまったく

の革新を引き起こす」，「巧妙で簡単，真に驚くべ
き発明」と絶賛している。
そして第三に，紡毛紡糸用の精紡機…「最新の

（イギリスの）２００錘をもつ精紡機よりも優秀」
と，これも「自然力によって駆動される紡績工場
にとってまったくの改革」と絶賛している。これ
は当初内密にしておくはずであったが，Beuthは
「こっそりと気づかれないままにしておくことは
で き な か っ た」と い う。‘Auszug ausden
ProtokollendermonatlichenVersammlungenin

derMonatenJanuarundFebruardeslaufenden

Jahres’, In：Verhandlungen der Verein zur

BeförderungdesGewerbefleißes,Jg.6(1827),

S.160-20，引用は，S.18.
７４） Ibid.,S.117-122，引用は，S.120.
７５） ‘NekrologdesKönigl.Geh.Ober-Regierungsrathes

J.W.Weddingim VereinzurBeförderungdes

GewerbefleißesinPreussenam 4.März1872’,

In：VerhandlungenderVereinzurBeförderung
desGewerbefleißes,Jg.51(1872),S.83-90.

７６） Ibid.,S.７7.
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１８４０１８３９１８３８１８３７１８３６１８３５１８３４１８３３１８３２１８３１１８３０１８２９１８２８１８２７１８２６１８２５１８２４１８２３１８２２年

２６３１２７２７３１２１２１２７３０３５３１＊３）３６４２１６１６６７４＊２）８＊１）図版数

＊１）１８２２年，創刊号の，「内務大臣氏の贈り物」としての図版８点の内容は次のとおり：巻頭論文の一つ「イギリス人の大
目やすり機に関する記述」中の染料の材料の木材を粉砕する機械，（‘Logwood-Mill’ないし‘Chipping-Mill’），蒸気機関製作の
ための「金属切断とさん孔を同時に行う機械」（Klügelと共著），コーヒー沸かしを含むBeuthの論文添付のもの以外，イギ
リスのあのR.Stephensonの吊り橋に関する論文，「吊り橋についての記述」（翻訳）に添付の図版２点（内１点は部品分解
図），およびわら刻み機，金，銀採掘用選鉱・洗濯機。

＊２）１８２４年の図版７点のうち１点はBeuthのあの「グラスゴー」添付の図版，その他最初の懸賞問題の解決に関する報告に
関わる図版（織機の調節器）２点を含む。このような初期の使われ方からも，銅版図版が当時いかに貴重だったかがわか
る。それが１８２６年から激増する。

＊３） プロイセン国土地図３点含む。



７７） 一例を挙げると，化学教師のSchubarthがグラ
スゴーにおいて訪問した「多数の技術化学的施
設」の報告やイギリスの高炉数と原料鉄の生産高
の急激な伸びについて報告するなど。‘Kleine
technologischeNotizenausEngland’,お よ び
‘KleinetechnologischeNotizenausEngland’,In：
VerhandlungenderVereinzurBeförderungdes

Gewerbefleißes,Jg.19(1840),S.79-80,281-282.

７８） 上 記 ‘Nekrolog… ’の，S.83-90が，J.W.
Weddingの論文一覧になっているが，他の者のも
の混入により１点削除，遺漏により１点追加する
必要がある。

７９） ‘ZurHundertjahr-FeierderTechnischen

HochschulezuBerlin’,In：ZeitschriftdesVDI,
43(1899)S.1281-1284.

８０） “TechnischeUniversitätBerlin”，１９６５年
TechnischeUniversitätBerlin編，大学史に関す

る記述は，S.10-49.
８１） Ibid.,S.16-17.

８２） ‘JubelfeierdesVereinszurBeförderungdes

Gewerbefleißesin Preussen’,In：Verhandlungen
derVereinzurBeförderungdesGewerbefleißes,

Jg.51(1872),S.201-209，引用は，S.205.
８３） 例えば，W.Treue:‘PeterWilhelm Friedrich

Beuth’,In:W.Treue他編，“BerlinerLebensbilder”,
Bd.3(Berlin,1987),S.1１９-１３４では，本論文で取
り上げたような技術導入者としてのBeuthについ
ては，まったくふれられていない。

８４） 例えば，P.Lundgreen:“Bildungund
Wirtschaftswachstum im Industrialisierungsprozeß

des19.Jahrhunderts”.(ColloquiumVerlag,1973)

など，これを含めてLundgreenの一連の仕事につ
いては別の機会に検討，議論したい。
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Abstract:Intheearly19thcentury,theintroductionofforeigntechnology(ortechnologytransfer)

wasveryimportantforEuropeannationsotherthanGreatBritain.Thosenationsneededto

rapidlyadvancetheirtechnologicalinnovationinordertomeetcompetitionfrom Britain,which

wasabouttofinishitsIndustrialRevolutioninthe1820s.Inthosedays,forexample,theKingdom

ofPrussia(1701-1918)wascompletelyoverwhelmedbyBritaininthewoolindustry,notablyin

theworstedmanufacturingindustry.P.C.W.Beuth(1781-1853)determinedwhyPrussiahad

beenvanquishedbyBritaininhisappendix(1826)tothereportbyaPrussiangovernmentofficial

(May)concerningthewool-spinningmachineryindustryinPrussia.

Withthisasaturningpoint,Beuth,whowasservingaspresidentofTechinischeDeputation

(theTechnicalDeputation,establishedin1811),GewerbeSchule(TechnicalSchool,foundedin

1821)andVereinzurBeförderungdesGewerbefleißes(theAssociationforthePromotionof

IndustrialKnowledgeinPrussia(W.O.Henderson),establishedin1821),embarkedonthe

systematicintroductionofforeigntechnologyintoPrussiain1827.

ThemeansthatBeuthadoptedtointroduceforeigntechnologyincluded:1)collectionsof

machinedrawingsandtheircopperplatesinlibraries,2)collectionsofmachinemodels,3)

collectionsofmachines,4)collectionsofproducts,5)laboratoriesandcollectionsofphysicaland

chemicalexperimentalequipment,6)workshops formachine models,7)workshops for

copperplateengraving,8)GewerbeSchule(theTechnicalSchool),and9)VereinzurBeförderung

desGewerbefleißes(theAssociationforthePromotionofIndustrialKnowledgeinPrussia(W.O.

Henderson)).

Accordingtohiswell-knownreport(1822)submittedtothePrussianMinisterofCommerce

andIndustry,Beuthoriginallydevisedthosemeansfordevelopinghumanresourcesforindustrial

management.Between1827and1830,however,headoptedthem tointroduceavarietyof

advancedmachineryusedinBritishtextileindustryintohiscountry.HissuccessorJ.W.

Wedding,ateacherattheTechnicalSchool(1798-1872),introducedforeigntechnologyonafull-

scalebasisfrom1830to1861,byoptimizingthosemeans.

Keywords:foreigntechnologyintroduction,P.C.W.Beuth,J.W.Wedding,decliningworsted

manufacturingindustryinPrussia,meansofintroducingforeigntechnology,Gewerbe

Schule(Technicalschool)

＊Professor,FacultyofSocialSciences,RitsumeikanUniversity

P.C.W.BeuthandtheIntroductionofTechnology

MIYASHITAShinkichi＊


